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概要 
本学メディアデザイン学科の開講科目「コミュニケーション演習」の内容と方法，実践例を報告する．
この科目では，主に会話とグループワークでの演習により，対面でのコミュニケーション能力の向上を目指
す．２人の会話から，４人グループでの会話，５～６人のグループワーク，８人でのディスカッションとい
うように，少人数から徐々に人数が多いコミュニケーション形態を追加しながら実践している．また，挨拶
や部屋の入退室の基本動作の習得や，傾聴やその心構えなどへのカウンセリング技法の応用，アサーション
やワールドカフェなど最新の要素も導入し，学科施設メディアスタジオも有効活用している内容を報告する． 
 
1. はじめに 
本学の未来デザイン学部メディアデザイン学科
では，専門教育科目コミュニケーション系科目の必
修科目として１年次前期に科目「コミュニケーショ
ン演習」を 15 回開講している．この科目は 2012 年
に新たに開講され，2014 年からは必修科目となって
いる．この授業では，対面での会話を中心にコミュ
ニケーション力や会話力を高めることを目的とす
る． 
授業の主体は履修者全員でグループを組んでの
対面でのコミュニケーション（会話）の演習である．
必要に応じて行われる講義は，PowerPoint による説
明とプリント配布の説明で行う．この科目は学科の
ディプロマポリシー(C) 汎用的技能「正しい言語の
運用能力，すなわち文章を論理的に書き，理解する
能力，他人とコミュニケーションする能力，プレゼ
ンテーション能力」に対応する．この科目の達成目
標は次の通りである．①「話す」「聴く」の２本柱
を総合的に学び，より効果的に的確に意見を伝えら
れるようになる，② 効果的な「話し方」の技術と
効果的な「聴き方」の技術を学び，実践できるよう
になる，③ １対１と１対多のコミュニケーション
ができるようになる，④ 発声・発音，正しい日本
語，心構え，表現力を学び，実践できるようになる，
⑤ 聴くことの重要性を認識し聴き上手になるため
の技術を習得し実践できるようになる． 
コミュニケーションは，いかなる場面でも重要で
あるが，就職活動においても，企業側が求める人材
の要件で最も多いのが「コミュニケーション能力」
である．インターネット上での会話においても同様
であり，授業で学ぶ事柄の応用は多岐に渡る． 
2. 教育内容と実践方法 
授業は基本的に，90 分内で講義と演習を交互に行
うが，演習の割合は 80％程である．各週のテーマと
実践内容を以下で説明する．グループワーク３回や
実技試験では，学科施設のメディアスタジオも利用
している． 
 
図１ メディアスタジオ（旧 4310 教室，2017 年移設） 
第１週：テーマは，ガイダンスと自己紹介マップ
(1)と呼ばれる自己紹介シートへの記入とそれを用
いた２人ペアのフリートークである．２人ペアは，
お互いに自己紹介マップを交換し参照しながら，２
人の共通点や興味のあるポイントを話題にして６
分程度フリートークしてもらう．この時留意するの
は，お互い話すこと聞くことの割合を 50％ずつにす
るということである．まずは，学科生全体のアイス
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ブレークをさせることが大切であるが，ほぼ１回目
のトークセッションで打ち解けた雰囲気になる．セ
ッション終了後は，組合せを変えてローテーション
し，新たなペアで同様のことを行う．初回の授業で，
約６名程度とペアトークを経験する．大学に入学し
ても友達がまだできていない学生も多い時期だが，
この授業をきっかけに友人関係や交流が始まる例
も多い． 
 第２～４週：テーマは，ＰＲＥＰ法の基礎／グル
ープコミュニケーションである．第１週と同様に，
新たなペアで自己紹介マップ交換のペアトークを
行う．同時に，わかりやすい伝え方ＰＲＥＰ法を使
い，１対１や複数名での会話演習を行う．この回か 
表１ ＰＲＥＰ法ワークシート（抜粋） 
 
ら４名一組のグループを作って，与えられたテーマ
でグループディスカッションも行い，意見をまとめ
発表することを始める．ディスカッションテーマは，
なじみやすいテーマを選定している．例としては，
例①「無人島に全員で滞在させられることになった，
その時持参するものを3つ選び理由と事例をまとめ
よ」，例②「20 歳以下の若者において，漫画とゲー
ムのどちらかを全面的に禁止にする．どちらを禁止
にすべきかとその理由を述べよ」などである．グル
ープディスカッションの流れと，留意すべきことは，
事前に提示し，リーダー（モデレータ役）がいても
いなくても（できてもできなくても），円滑に進め
られるよう指導を行ったうえで実施している．いず
れも実際の就職試験でのＧＤで出題されているテ
ーマであり，就職活動のための準備にもなっている
と言える．２人ペアのフリートークは，初回から毎
回異なる相手６名ずつほどと継続しており，第４週
までに延べ24人程との会話を経験することになる．
メディアデザイン学科１学年は，85 名程度であるの
で，その 3～4 分の 1 ほどと短いながらも会話を経
験することになる．友達関係や交流が広がり，友達
の友達という関係も醸成され始めることが多い．  
第５週：テーマは聴き方の基本である．いわゆる
傾聴の技法(2)を教えながら，少しずつ実践できるよ
うにペアトークを利用して練習する．傾聴の技法は，
キャリアカウンセリングの技法(2)(3)と同じもので
ある．また，傾聴の技法だけではなく，傾聴の心構
え(4)も同時に教え実施できるように指導する．具体
的には聴き方チェックシート（表２）を配布し，ペ
アトーク終了後に振り返りで自分をチェックさせ
る．相手を変えて同様のことを行い，自己紹介と傾
聴練習を同時に行うようにする．  
表２ 聴き方チェックシート：基本（抜粋） 
 
第６週：グループコミュニケーションを兼ねたグ
ループワーク（紙タワーを作ろう！） である．ミ
ニプロジェクトを想定して，90 分の中でアクティ
ブ・ラーニング(5) (6)のレベル１(7)を，すなわち「習
得学習」を想定している．くじ引きで編成した５名
のグループ毎に１つのタワー（またはオブジェ）を
B5 の PPC 用紙とセロテープのみで制作する．実施場
所は，メディアデザイン学科のメディアスタジオで
ある．流れは次の通りである．Step1）ミーティン
グ(15 分)：自己紹介後，計画（方針/役割分担/完成
形）として，配布されたフォーマットの計画シート
（A4），完成予想図（ラフ）を話し合いで完成させ
る．Step2）紙タワー制作(35 分)：計画シートと完
成予想図に従い，タワーを制作する．時間内にしっ
かりと形にすることを守らせる．制作中のモチベー
ションアップや雰囲気づくりのために，ＢＧＭを終
始スタジオスピーカーから鳴らしている．ＢＧＭが
あることで，会話もしやすくなる．会話が少ないチ
ームでも沈滞ムードにならず作業が進めるメリッ
トがある．Step3）自己評価と振り返り(10 分)：グ
ループ毎に，方針通り作れたか，特徴やＰＲポイン
ト，うまくできた点，うまくできなかった点につい
て，個人毎に，役割をこなせたか，頑張った点，感
想・気づいた点・印象的な言動や行動，自己評価点
をワークシートに記入させる．この後スタジオの設
備を使い作品を３０秒でプレゼン紹介させる．ハン
ディＨＤカメラで，タワーと発表者を学生数人に撮
影してもらい，スタジオ内スクリーンとハイビジョ
ンモニターに投影し全員に観てもらう．  
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第７週：テーマは，聴き方の基本であり，第５週
での復習と演習を行う．同様に表３のような聴き方
チェックシートを配布し自己評価でチェックさせ
る．キャリアカウンセリング手法(4)の３大原則を３
要素として教え，会話で意識させる試みもしている． 
表３ 聴き方チェックシート：３要素（抜粋） 
 
第８週：テーマは挨拶の基本の復習である．この
回では，コミュニケーションの基本である挨拶の基
本を教え実践させる．同時に部屋への入退室のチェ
ックポイントも指導する．これらのポイントは，言
葉を含め態度などもチェックポイントシートを配
布してペアで確認し合う．最終的な実技試験での評
価項目として挨拶と入退室を入れているので，担当
教員が一人ずつ全員に，実際に行わせてチェックし
改善点などを指導する．またこの回でも，ＧＤを行
いその振り返りも自己診断チェックさせる． 
表４ ＧＤと挨拶／入退室チェックシート 
 
第９週：テーマは，グループワーク（メディアス
タジオで 30 秒ＰＲ制作）である．90 分の中でアク
ティブ・ラーニングのレベル２(7)，すなわち「活用
学習」を想定している．実際のテレビ局のスタジオ
と同等の機能を持ち，映像を制作できる教室であり，
プロ仕様のカメラ・音響機器・編集機器を使用し，
オリジナル映像作品を制作することができる．１グ
ループ 5名程度になるようグループ編成し，テーマ
は自由として，ＴＶコマーシャルを想定した 30 秒
のＰＲを制作する．ワークシートを配布し，ここま
で毎回練習してきたＰＲＥＰ法の形式で，30 秒とい
う短い時間に十分なＰＲができるような内容にす
る．ＰＲはプレゼンテーション形式であるが，写真
やスライドなど，その場で用意できるものなら使用
は任意という形式で，インターネットからの画像な
ども使用することも可能とする．30 秒の本番は，ス
タジオのカメラで撮影し，グリーンバック映像とし
てＣＧ映像にコンポジットして，スタジオ内のスク
リーンとハイビジョンＴＶモニターにリアルタイ
ムで映し出し，他の学生がＴＶ放映形式で観られる 
表５ ３０秒ＰＲシナリオシート 
 
ようにする．音声もマイク経由でスタジオ設置の大
きなスピーカーから鳴らすようにする．第６回と同
様の効果を得るため，グループワーク中はＢＧＭを
終始スタジオスピーカーから鳴らしている． 
第１０～１１週：テーマは，ブレイン･ストーミ
ング（ＢＳ）とＫＪ法(8)である．ＢＳの４原則は，
①批判をしない，②自由奔放，③質より量，④連想
と結合であり，グループで効果的な意見の出し方と
整理の仕方ができるようになる．これによりＫＪ 
法ワークシート完成させる．テーマは，「北海道科
学大学の良いところとそのＰＲ方法」である．第１
０週では，グループでのＫＪ法，第１１週は，一人
での演習であり，同様にＢＳとＫＪ 法を使い，連
関図法シートを完成させる．テーマは，「自分の夢
とそれを実現させる方法」である． 
第１２週：テーマはワールドカフェ(9)である．こ
れは，近年学校や職場などで頻繁に実施されるよう
になったディスカッションスタイルである．実施場
所はメディアスタジオである．固定机や固定椅子の
ないフリースペースゆえ，折りたたみいすとポータ
ブルスツールで，小グループ（５～６）人用の島を
つくる．ワールドカフェで扱うメインテーマは「大
学を１０倍面白くする方法を考えよう！」というも
ので，これを大テーマとして，小分けにしたサブテ
ーマ①「悪い学校とは？」，サブテーマ②「良い学
校とは？」，サブテーマ③「学校にやってもらいた
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いことは？」，サブテーマ④「自分でできることは？」
という流れで，各島のモデレータ役の学生以外は，
自由にサブテーマごとに移動する．つまりサブテー
マ毎にグループ編成を変えてワークを行う．各島で
作成したケント紙（A1 版）は，ＫＪ法で整理され図
２のようになる．その後，教室の壁にすべて貼り出
し，全学生にレビューしてもらう．賛同する意見や 
 
図２ ワールドカフェの結果 
秀逸な意見には，シールを貼るように指示する．そ
の結果，レビューと評価が完成し，学生それぞれの
振り返りにもなる．最後に，チーム毎と個人毎に振
り返りの評価シートを記入してもらう．この演習は，
高大連携の授業として毎年のように高校生向けに
も開講されている． 
表６ ワールドカフェの振り返りシート：個人毎 
 
第１３週：テーマは，アサーション(10)である．ア
サーションは「さわやかな自己主張」とも言われて
いる，自分の意見や考えを論理立てて，冷静に伝え
る手法の一つである．具体的には，ＤＥＳＣ形式を
用いる．ＰＲＥＰ法と同様にワークシートを用いて
同様に演習させる． 
第１４～１５週：総復習のためのレポート作成と
実技試験である．詳細は後述する． 
3. 評価について 
成績は複数回の提出課題（複数回，20％），期末
試験（実技，50%），期末定期試験（筆記，30％）と
して評価する．提出課題は，各回のワークシートの
まとめである．また実技試験は，部屋の入退室動作，
挨拶，自己ＰＲ，グループディスカッション（ＧＤ）
であり，評価の配点比率が高い．これは８人を１グ
ループとして，その単位で行う．内容は，入退室の
仕方，挨拶の仕方，自己ＰＲ（口頭で 20 秒），ＧＤ
（8 分）である．場所は，メディアスタジオで，評
価はその場で担当教員が行う．評価ポイントは，予
め授業で教え，練習もしている方法に従って行って
いるかどうかであり，学生毎に個人練習や，グルー
プでの練習で実技試験に臨む．テーマは，候補を提
示しておき，実技試験開始時にその中から提示する．
定期試験の筆記試験は，知識としての確認，あるい
はＰＲＥＰ法，ＤＥＳＣ法などを応用できるかどう
かを記述式で問う形式を主としている． 
4. 終わりに 
学生同士のコミュニケーション機会を増やすこ
とによって，友達作り，交流の輪の広がり，学生間
での助け合いのきっかけづくりや醸成（セーフティ
ーネットの構築）など副産物も多い．対面でのコミ
ュニケーション（特に１対１）ができない学生が多
いが，このような実践で，徐々に会話の実践を積み
上げ，潜在的な会話能力が開花したり，学外での社
会人とのコミュニケーションなどで効果がでたり
しているといった，学生の声も聞く．今後は，ルー
ブリック評価などを導入や，アクティブ・ラーニン
グのスタイルをより明確にするなどが考えられる．  
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